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Ⅰ．地域の概要
～地域の特徴と活動の背景～

「茂林寺沼湿原」保全・活用100年プロジェクト

―人と湿原の関わりを結び直す(里沼の再生)―



■群馬県館林市
❶位置： 群馬県東南部のまち
・昭和２９(1954)年に１町と７村が合併
・北に渡良瀬川、南に利根川(支流の谷田川)に囲まれた
低湿地台地 [海抜約15～20ｍ]

・市内に５つの沼(茂林寺沼・多々良沼・城沼・蛇沼・
近藤沼)があり、地域のストーリー「里沼」が令和元
年度に文化庁「日本遺産」に認定されている

❷面積： ６０．９７ｋ㎡
❸人口： 約７４，０００人

❹交通： 北関東の要衝
・江戸期 日光脇往還が整備される
・明治期 東武鉄道延伸→館林駅開業
・昭和期 東北自動車道開通→館林IC

❺歴史： [近世]城下町 ➔ [近代]産業と観光のまちへ
・江戸期 館林城(榊原康政・徳川綱吉)
・明治期 館林製粉→日清製粉
・昭和期 つつじが岡公園、

茂林寺(昔話「ぶんぶくちゃがま」)

群馬県館林市の特徴と概要 3



■茂林寺沼及び低地湿原(茂林寺沼湿原)
❶群馬県指定天然記念物
・指定：昭和３５(1960)年３月２３日
・所在：群馬県館林市堀工町1169番地 他
・面積：55,972㎡

(沼13,728㎡＋湿原・草原42,244㎡)
・植生：水生植物(コウホネなど)

湿原植物(ノウルシ・カキツバタなど)
草原植物 他

❷課題
・館林市南部にあり日本有数の低層湿原のひとつとして
貴重動植物の生息地になっている。

・平成３(1991)年の茂林寺川流路付替え・護岸工事で
湿原内への流水が断絶され、水量不足による乾燥化・
草原化が発生し湿原消滅の危機に瀕している。(現在は
井戸が唯一の水源。)

・住宅地が近いためヨシ焼きができず、ヨシ刈によって
年間で約15万トンのヨシを廃棄している。また除草や
木道管理などで膨大なコストがかかり、湿原維持管理
の将来的な持続可能性が喪失するリスクが高い。

茂林寺沼湿原の特徴と概要 4



これまでの活動の内容・取組 5

■行政の取組
・木道整備、ヨシ刈・除草、井戸・水量管理等
・自然学習会開催や普及パンフレット作成等

■民間の取組
・平成１７(2005)年～ 「茂林寺沼の自然を守る会」が年２回に清掃活動実施

➡湿原健全化と貴重動植物の保護に貢献

別個で動いていた行政と民間の動きが 令和元(2019)年の日本遺産「里沼」認定により変化

■【館林市】
・関連計画の策定 ・新規井戸の掘削

令和５年(2023)「茂林寺沼湿原保護保全のための計画(第Ⅱ期)」
令和６年(2024)「館林市文化財保存活用地域計画」文化庁認定

■【館林市「日本遺産」推進協議会】
・散策マップ作成 ・説明板・掲示板設置
・ワークショップ(カヌー・着物体験)等を実施

■【茂林寺沼の自然を守る会】
・参加者拡大(民間企業や高校・大学生、福祉作業所等)

■【高校生・大学生】 令和３(2021)年～

・ヨシストロー＆キクラゲ、カキツバタソーダ開発

■【地域活動者】 令和４(2022)年～

・ヨシを材料とするワークショップを展開



Ⅱ．モデル事業の実施内容

「茂林寺沼湿原」保全・活用100年プロジェクト

―人と湿原の関わりを結び直す(里沼の再生)―



モデル事業の目標と事業の概要 7

■目標：地域ぐるみで“沼(ぬま)る” 茂林寺沼湿原の再生‼

・日本有数の低層湿原「茂林寺
沼湿原」の健全化を図るため
多様主体との連携体制構築や、
魅力発見調査や維持管理トラ
イアルに取組む。

・また廃ヨシ活用商品やエコツ
ーリズム創出を図り、１００
年後の茂林寺沼湿原継承に向
けて、地域ぐるみでの「里沼」
(人が適度に関わることによっ
て良好な環境が維持される沼)
の再生事業の展開や自走サイ
クル確立を目指す。

・地域ぐるみで茂林寺沼の１００年後を構想しながら、再生するための各種事業
に多様な主体が参画し、“沼る”(＝沼にハマるように夢中になる)将来を目指す。

事業計画



モデル事業の目標と事業の概要 8

■事業概要：《令和7年度テーマ》茂林寺沼湿原の自然や歴史文化がもつ地域資源に気づく

取組⑴
茂林寺沼湿原１００年会議の構築
《「場」と「人」と「方向性」をつくる》

・地域の多様主体が参画する「100年
会議」を構築し、保全・活用に向け
た情報交換やアクション策定を行う。

取組⑵
魅力発見調査「茂林寺沼タイムス」
《小学生視点で魅力・課題・活動を可視化》

・地元小学校児童がフィールドワーク
や取材を通して湿原の魅力を発見し
「茂林寺沼タイムス」として情報発
信する。

取組⑶
地域活動者による維持管理トライアル
《実践・体験・見試しの場》

・ヨシ刈や外来種駆除など維持管理活
動の体験会を実施し、将来的に保全
・活用を担う人材を育成する。



モデル事業の実施体制 9

■実施体制
・水ジャーナリストであり、日本遺産「里

沼」地域プロデューサーである橋本淳司

氏[アクアスフィア・水教育研究所(以下、

アクアスフィア)]を全体コーディネーター

として、事務局である館林市教育員会(文

化振興課)と館林市(地球環境課)が連携し

ながら、事業実施に取組んだ。

・館林市教育委員会・館林市は、環境省や

モデル事業事務局と調整を行ったほか、

学識経験者や地域活動者、民間事業者、

地域住民や学校などと連携を図った。

■定期ミーティングによる情報共有
・毎週水曜に館林市教育委員会とアクアス

フィア間で「定期ミーティング」を行っ

た。また、アクアスフィアは茂林寺沼湿

原維持管理活動や市立美園小学校との調

整にも積極的に足を運び、取組の円滑化

を図った。

・毎月第３水曜の10:00～11:00で環境省・モデル事業事務局間で「月例ミーティング」(オンライン)を

実施し、事業進捗状況を随時共有し、アドバイス等を受けた。

実施体制



モデル事業実施スケジュール 10

■令和７年度事業スケジュール



事業内容① 取組⑴茂林寺沼湿原100年会議の構築 11

■実施内容：取組⑴茂林寺沼湿原１００年会議の構築
《「場」と「人」と「方向性」をつくる》
・地域の多様主体が参画する「１００年会議」を構築し、

保全・活用に向けた情報交換や将来像とアクション設定を行った。

❖8/30㈯「第１回会議」２４人

❖11/9㈰「第２回会議」１５人

❖1/31㈯「第３回会議」２５人

・参加者…茂林寺住職、地元区長、専門家(植物・昆虫)、高校(教諭・生徒)、

清掃活動参加団体、どんど焼き保存会、ＮＰＯ法人、地域活動団体、

社会福祉法人、民間事業者、青年会議所、一般社団法人 等

■実施成果：
・これまで個々で活動していた団体同士の情報交換や対話を通じて、２０年後

(2045年)の茂林寺沼湿原のあるべき姿を描き、その実現に向けて能動的なア

クションを設定することができた。

・試みとして「グラフィックレコーディング」(以下、グラレコ)を導入した。

グラフィックレコーディングは、結論や合意を整理するだけでなく、話し合

いの流れや残された問いを可視化するために用いられていた。未完の思考プ

ロセスを共有する記録として扱われていたことで、次回以降の議論や関係者

間の理解につながる役割を果たした。

・第３回会議で出た「❶保全活動」「❷続くしくみ」「❸関わるきっかけ」

「❹場を整備」「❺資源循環」の５つの方針に基づく各アクションは、次年

度での展開を図る。
会議のノウハウはこちらの書籍参照

グラフィックレコーディング
アラワス 関美穂子さんサイト



【取組1】茂林寺沼湿原１００年会議の構築

《第１回会議》
■日 時：8/30(土) 14:00～16:00

■場 所：館林市文化会館 ３号室

■参 加：24人

■テーマ：Why

「20年後の茂林寺沼

湿原、どうなって

ほしい？そのため

には？」

第１回グラレコ

《第２回会議》
■日 時：11/9(日) 14:00～16:00

■場 所：館林市文化会館 ３号室

■参 加：15人

■テーマ：How

「２０年後の茂林寺沼湿原

の姿を実現するため私た

ちはどのような活動がで

きるか?それはどのエリ

アか？」

第２回グラレコ

当日の流れ詳細
橋本淳司さんYahooニュース

当日の流れ詳細
橋本淳司さんYahooニュース



【取組1】茂林寺沼湿原１００年会議の構築

《第２回意見の仕分け》
■日 時：11/19(水) 10:00～11:40

■場 所：館林市文化会館 ５号室

■参 加：アクアスフィア２＋文化振興課４名

■作 業：第２回意見の再整理

再整理

《第３回会議》
■日 時：1/31(土) 14:00～16:00

■場 所：館林市文化会館 ３号室

■参 加：25人

■テーマ：What

「来年度、こんなことを

やってみたい(こんなこ

とを協力してほしい)」

第３回グラレコ

当日の流れ詳細
橋本淳司さんYahooニュース仕分け作業

(アクアスフィア提供)



第1回会議グラフィックレコーディング(その１)



第1回会議グラフィックレコーディング(その２)



第２回会議グラフィックレコーディング



第３回会議グラフィックレコーディング(その１)



第３回会議グラフィックレコーディング(その2)

★(まず)
がついて
いるアク
ションを
次年度優
先的に展
開してい
く

100年会
議は情報
交換と成
果発表の
場として
次年度以
降も年2
回程度継
続開催し
ていく予
定



事業内容② 取組⑵魅力発見調査「茂林寺沼タイムス」 19

■実施内容：取組⑵魅力発見調査「茂林寺沼タイムス」
《小学生の視点で湿原の魅力・課題・活動を可視化する》
・地元の館林市立美園小学校４年生(児童５８人)の総合学習の時間
と連動し、フィールドワークや取材を通して湿原の魅力を発見し、
「茂林寺沼タイムス」として情報発信する。

❖7/17㈭ 「出前授業(レクチャー)」
❖9/19㈮ 「フィールドワーク」
❖11~12月「個人タイムス」作成
❖1/15㈭ 「出前授業(調べ学習)」
❖1/21㈬ 「出前授業(ゲストティーチャー)」
❖1～2月 「グループタイムス」作成
❖2/10㈫ 「里沼オンラインサミット」で発表！
❖3月～ 「個人タイムス」➡館林市立資料館Ⅹで紹介

「グループタイムス」➡市内施設・店舗で展示(予定)

■実施成果：
・地元小学校と連携し、子どもたち自身がフィールドワークや調査、
ゲストティーチャーとの交流を通して湿原の特徴や魅力を発見し
茂林寺沼湿原の保全・活用意識をもっていただくことができた。

・100年会議参画者がゲストティーチャーとして訪問したり、100年
会議や維持管理トライアルの活動が「タイムス」の内容と連動で
き児童の学びを深めることができた。



【取組２】魅力発見調査「茂林寺沼タイムス」

《出前授業(レクチャー)》
■日 時：7/17(木) 11:30～12:15

■場 所：館林市立美園小学校

■参 加：4年生 58人
■テーマ：
➀日本遺産「里沼」や茂林寺沼湿原の

特徴について説明・動画で学習
➁「100年プロジェクト」の概要、
「茂林寺沼タイムス」の進め方の説明

当日のようす

《フィールドワーク》
■日 時：9/19(金) 8:35～11:20

■場 所：茂林寺沼湿原・南岸用地

■参 加：4年生 58人
■テーマ：
➀茂林寺沼や湿原を散策＋観察しながら

「フィールドビンゴ」を体験
➁子ども向け読本「私たちの里沼」を

使ってフィールドワークを実施

当日のようす

当日の流れ詳細
橋本淳司さんYahooニュース



【取組２】魅力発見調査「茂林寺沼タイムス」

《個人タイムス作成》
■期 間：11～12月

■場 所：館林市立美園小学校

■参 加：4年生 58人
■テーマ：
➀資料やインターネットなどを使って
沼・湿原に関して気になることを調査

➁児童それぞれで個人の
「茂林寺沼タイムス」を編集・発行

児童が作成した
「個人タイムス」(例)

《出前授業「調べ学習」》
■日 時：1/15(木) 14:25～15:10

■場 所：館林市立美園小学校 ３階家庭科室

■参 加：4年生 58人
■テーマ：
➀橋本淳司氏が「個人タイムス」にコメント
➁「質問づくりシート」を使って

専門家の先生への質問を作成

当日のようすと質問シート



【取組２】魅力発見調査「茂林寺沼タイムス」

《出前授業(ゲストティーチャー)》
■日 時：1/21(水) 14:50～15:35

■場 所：館林市立美園小学校 ふれあいルーム

■参 加：4年生 58人
■テーマ：
専門家(ゲストティーチャー)に直接質問
・植物 →青木雅夫先生
・動物や昆虫 →斉藤秀生先生
・どんど焼き →野村貞雄 堀工区長
・分福茶釜 →中村貞蔵 ぶんぶくガイド会長
・茂林寺やイベント →古川正道 茂林寺住職

→牧田康平 NPOあいず理事長

当日のようす100年会議のメンバーが児童に茂林寺沼湿原の魅力を伝えた

《「グループタイムス」作成》

１～２月
取材内容を

グループごとに
まとめる
↓

グループ
「タイムス」編集

《公開》
・第一資料館での展示

3/24(火)～5/6(水)

・ネット公開(資料館Ｘ)
3/8(日)～5/3(日)

・市「ふるフェス」展示

5/24(日)

《里沼オンラインサミット》
■日時：2/10(火)

14:00～15:00
■場所：オンライン
■参加：美園小(４年)、八小

(４年)、三中(１年)か
ら代表１～２グループ
を選出

■内 容＝発表１０分
＋質疑応答５分程度

■方 法＝GoogleMeetで
100年会議メンバーも視聴



事業内容③ 取組⑶地域活動者による維持管理トライアル 23

■実施内容：取組⑶地域活動者による維持管理トライアル
《実践・体験・見試しの場》
・ヨシ刈や外来種駆除など維持管理活動の体験会を実施し、
将来的に保全・活用を担う人材を育成する。

❖10/4㈯ 第１回「キショウブバスターズ」
❖11/23㈰ 第２回「ヌマヨシカッターズ」
❖1/11㈰ 第３回「ドンドファイヤーズ＆シツゲンドクターズ」
❖2/14㈯ 第４回「バンブーカッターズ」

・単なる作業労働とならないよう、活動の目的やスキル伝達、
関連するワークショップ等を実施したほか、各回ごとにふり
かえりや参加者同士の対話の時間も設けた。

・各活動ごとに動画を撮影し、フルバージョン(約5分)、ショ
ートバージョン(約1分)をYouTube日本遺産「里沼」ちゃん
ねるにて公開し、活動内容共有とノウハウの蓄積を図った。

・第２回トライアル終了迄に「茂林寺沼湿原 維持管理活動指
針(案)」を作成し、生態系への配慮や安全対策等を講じた。

■実施成果：
・今年度実施した４つの活動とも、参加者の評価が高く「楽し
かった」という意見だけでなく、学びや参加者同士の交流を
生むことができた。

・将来的なサステナブルツアー造成を図る端緒を築くことがで
きた。次年度以降は、普及啓発と保全活動の濃淡を調整しな
がら年間６回のプログラムとして展開していく。



【取組3】地域活動者による維持管理トライアル

第１回「キショウブバスターズ」
■日 時：10/4(土) 10:15～12:15

■場 所：茂林寺沼湿原

■参 加：35人
■活 動：
➀アイスブレーキング

(高校生〇✖クイズ)
②外来植物(キショウブ)駆除
③ふりかえり・対話

当日のようす

第２回「ヌマヨシカッターズ」
■日 時：11/23(日) 9:00～12:00

■場 所：茂林寺沼湿原＋うどんもり陣

■参 加：25人
■活 動：
①アイスブレーキング(クイズ)
②ヨシ刈り作業
③ミニよし灯り工作ワークショップ
➃ふりかえり・対話

当日のようす記録動画

当日の流れ詳細
橋本淳司さんYahooニュース

当日の流れ詳細
橋本淳司さんYahooニュース

記録動画



【取組3】地域活動者による維持管理トライアル

第3回「ドンドファイヤーズ＆シツゲンドクターズ」
■日 時：1/11(日) 9:00～11:30

■場 所：茂林寺沼湿原

■参 加：11人
■活 動：
➀どんど焼きヨシ搬出お手伝い
②スマートフォンアプリを使った

湿原の散策・健康状態観察
[③1/18(日)12:30～15:00どんど焼き見学]

当日のようす

第4回「バンブーカッターズ」
■日 時：2/14(土) 9:00～12:00

■場 所：茂林寺沼湿原＋うどんもり陣

■参 加：13人
■活 動：
①アイスブレーキング
②竹伐採・ササ剪定
③ミニ竹灯り工作ワークショップ
➃ふりかえり・対話

竹灯り工作ワークショップ

当日の流れ詳細
橋本淳司さんYahooニュース

当日の流れ詳細
橋本淳司さんYahooニュース

記録動画 記録動画



Ⅲ．成果と今後の課題・展望

「茂林寺沼湿原」保全・活用100年プロジェクト

―人と湿原の関わりを結び直す(里沼の再生)―



成果と期待される波及効果 27

■成果：令和７年度成果指標ＫＰＩ

・取組⑴の100年会議の参加主体は当初想定の1.4倍の21主体の参加を得て、今後プロ
ジェクトを展開する上で鍵となるプレイヤーの意見を将来像や具体的活動に落とし
込むことができた。

・取組⑵はグループを編成したのち４回発行を想定していたが、学校側との協議の上、
個人タイムス作成後、児童の興味関心に応じてグループを編成し、「里沼オンライン
サミット」発表用のタイムスを発行することとした。

・取組⑶は、開催時期が若干動いたものの、当初想定していた実施回数を概ねクリア
することができた。次年度以降は年間６回の活動を定着化させるためのＰＲ活動や
インセンティブ導入等も検討していく。

■期待される波及効果：
・これまで茂林寺沼湿原における各主体の活動は個々に行われており、相互に連携が図
られていないことが課題であったが、今年度の取組の結果、それぞれの主体者同士が
顔の見える存在となり、既存の活動への協力者増加や、主体者同士がコラボレーショ
ンした新たな活動が行われ、地域主体の保全・活用事業の展開が期待される。

・貴重な地域資産である茂林寺沼湿原の保全・活用の取組に参加することで「地域の人
同士で交流できてよかった」「みんなで力を合わせて保全活動ができたことが楽しか
った」などの意見も多く寄せられたことから、より一層の地域活性化やシビックプラ
イドが醸成されることが期待される。

取組 設定指標 令和６年度
目標値

(令和７年度)
実績値

(令和７年度)
達成度

⑴100年会議 参加主体数 (未設置) 0回 12主体 21主体 ◎

⑵茂林寺沼タイムス 発行回数 (未発行) 0回 ４回 (個人1/ｸﾞﾙｰﾌﾟ1) ２回 〇

⑶維持管理トライアル 保全活動数 (未実施) 0回 ５回 ４回 〇



水環境保全・活用に資する仕組み 28

■地域にとっての水環境(茂林寺沼湿原)
・茂林寺沼湿原は、人里の近くにあって地域の人々
の生活や生業に関わってきた。沼の水や動植物の
恵みを得る一方で、人が手を加えながら、良好な
自然が守られており、周辺地域の生活には無くて
はならない存在であった。

・しかし、昭和35(1960)年の文化財指定に伴う用地
買収により行政以外が関わることのない状態とな
ったことで荒廃が進み、沼・湿原に消滅危機に瀕
していた。

・茂林寺沼を含む、館林市のストーリー「里沼」が
日本遺産に認定を受けたことで、改めて茂林寺沼
湿原の価値を見直す機会が到来している。

■保全・活用に資する仕組み：
・モデル事業の取組みを通して獲得を目指す付加価値は３つである。

❶地域ぐるみの保全・活用が進展することで茂林寺沼湿原が継承され、子どもたちや地域住民の中に
生まれたシビックプライドが館林市の将来を支えること

❷本市で生まれた産物や製品が「里沼」ブランドとして愛され、地域経済の収益化が実現し、茂林寺
沼湿原の保全・活用の長期的な資金として還元されていくこと。また、民間事業者との連携が展開
し、行政予算や補助金頼りではなく独立採算で地域再生の好循環が生み出されていくこと

❸茂林寺沼湿原をはじめとした「里沼」の魅力が日本全国、世界に広がり、本市を観光で訪れたこと
をきっかけにリピーターとなり、「行く里沼」(観光)から「住む里沼」(移住・定住)を転換していく
こと

将来像



今後の課題と展望 29

■今後の課題：
・令和７年度の３つの取組を通じて、茂林寺沼湿原100年プロジェクトにおいて

見えてきた主な課題は、次の３つのとおり。

課題１
維持管理活動

の継続性

「作業特化型」と「体験・普及型」に活動を分

け、いずれもプレイヤーが主体となった運営・

開催が継続し、常に人間が茂林寺沼湿原に関わ

る状況を維持すること

課題２
教育活動の

充実・強化

湿原の貴重性ＰＲや活動参画者を獲得するため

の教育・普及活動が、「学び」や「見試し」の

フィールドとして湿原周辺で定期的に実施・展

開されていくこと

課題３ 活動資金の確保

廃ヨシ活用商品や体験活動ツアー造成による収

益化のほか、ふるさと納税や企業版ふるさと納

税などの寄付、将来的な自然共生サイト登録に

よる資金調達等で活動資金が確保できること



■展望：令和７年度事業を踏まえた新たな展開へ
・令和７年度実施事業の継続

・令和８年度事業予定事業

今後の課題と展望 30

取組⑴ 100年会議
年２回程度を開催し、多様な主体が連携し、活動成果を発表しあう
場として継続

取組⑵
茂林寺沼
タイムス

地元小学校の総合学習と連動した出前授業は継続しつつも、情報発
信を行う新たなプロジェクトの活動も検討する

取組⑶
維持管理
トライアル

年間６回のプログラム実施を予定。 別途でモクドウリペアーズ(木
道修理)も通年実施を見込む
❶カキツバタヘルパーズ(3月)   ❷キショウブバスターズ[花取りの陣](6月)
❸キショウブバスターズ[筋見の陣](10月) ❹ヌマヨシカッターズ(11月)
❺シツゲンドクターズ(1月)   ❻バンブーカッターズ(２月)

取組⑴ 水質浄化
調査・実験

□湿原西側の雨水流入口付近にて、自然由来物(ヨシ・竹炭・二枚貝) 
を用いた浄化実験を行う

□湿原北側の雨水排水路の機能調査や、年間を通した茂林寺川の
水位・水質調査等を行う

取組⑵ 貴重動植物
マップ作成

□NaviTabiアプリを用い、四季ごとの茂林寺沼湿原見どころマップ
やルートづくりに取組む

□秋に南岸用地に開業する「MORINJIPRAY」施設内に、高校生と
協働したＰＲ媒体を設置する

取組⑶ 具体的
アクション

□令和７年度第３回「100年会議」で具体的アクションに位置付けた
活動を実施する

❶[保全活動]市民協働調査実施 ❷[続くしくみ]情報発信の強化
❸[関わるきっかけ]店舗での「ヨシWEEK」開催 ❹[場を整備]小屋を活用した拠点づくり
❺[資源循環]ヨシや竹等を活用した調査・実験
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―人と湿原の関わりを 結 び直す(里沼の再生)―

館林市教育委員会 「茂林寺沼湿原」保全・活用100年プロジェクト

100年プロジェクト
活動履歴サイト

館林市立資料館Ⅹ
[館林市文化振興課]


